
８－２．ＮＤＫ ＰＲＯＤＵＣＴＳ　（ＡＳＭＩＳ　FL-PR　ＢＵＧ　ＬＩＳＴ：  バグ・リスト ）                    Date: December 7, 2004
（ＦＬＡＳＨ　ＰＲＯＧＲＡＭＥＲ）

ＦＬＡＳＨ　ＰＲＯＧＲＡＭＭＥＲ：　ＦＬ－ＰＲ２
№ DOC-

No.
ＣＯＮＴＥＮＴＳ　ＡＮＤ　ＣＯＭＰＬＥＭＥＮＴ A1.

A2.
A3.

1 ＦＬ－ＰＲ２とパソコン間の通信ボ－レ－トを９６００ＢＰＳ以外で使用するとファイルの
ダウンロ－ドが正常に行われない場合がある。（エラ－メッセ－ジ等は表示されない）

△ －

2 モトロ－ラＳ形式のファイルをＦＬ－ＰＲ２にダウンロ－ドした場合、すべてのレコ－ド
が読み込まれない場合がある。

△ －

－：No problem
△：Bug (Corrected by version upgrade)  

ＦＬＡＳＨ　ＰＲＯＧＲＡＭＭＥＲ：　ＦＬ－ＰＲ３
＜Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Change/Modified＞
№ DOC-

No.
ＣＯＮＴＥＮＴＳ　ＡＮＤ　ＣＯＭＰＬＥＭＥＮＴ A0.B2.C3

,D4,E5
F6.G7. H9. J11.

GUI:V3.04d
F/W:V3.02

K12.-15.
GUI:V3.06a
F/W:3.05d

L16.
GUI:V3.07c
F/W:3.06b

1 ﾓﾄﾛｰﾗSﾌｫｰﾏｯﾄの32BITに対応 － － － － ○ ○
2 単独での”Blank Check”ｺﾏﾝﾄﾞの削除 － － － － ○ ○
3 消去時間設定可能範囲の拡大(0 or 0.5-10.0sec -> 0 or 0.01-59.99sec) － － － － ○ ○
4 書き込み時間設定可能範囲の拡大(1-100usec -> 1-9999usec) － － － － ○ ○
5 ｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽ時間設定可能範囲の追加及び、ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｧｲﾙでの自動設定(10-

7990msec -> 1-999msec)
－ － － － ○ ○

6 VPP電圧設定可能範囲の拡大(2.7-10.3V -> 2.7-12.0V) － － － － ○ ○
7 新規ｼｸﾞﾈﾁｬに対応[SIG:7F10,F17F,E97F] － － － － ○ ○
8 EEPROM対応 － － － － ○ ○
9 ダウンロード・ユーザ・プログラムのチェックサム表示機能追加 － － － － － ○

10 単独イレース時のブランクチェックの追加 － － － － － ○
11 ＢＬＯＣＫモード削除 － － － － － ○
12 スタンドアローン時の誤書き込み防止追加 － － － － － ○
－：Not Change/Modified
○：Change/Modified by version upgrade 



８－２．ＮＤＫ ＰＲＯＤＵＣＴＳ　（ＡＳＭＩＳ　FL-PR　ＢＵＧ　ＬＩＳＴ：  バグ・リスト ）                    Date: December 7, 2004
（ＦＬＡＳＨ　ＰＲＯＧＲＡＭＥＲ）
ＦＬＡＳＨ　ＰＲＯＧＲＡＭＭＥＲ：　ＦＬ－ＰＲ３
＜Bug list＞
№ DOC-

No.
ＣＯＮＴＥＮＴＳ　ＡＮＤ　ＣＯＭＰＬＥＭＥＮＴ A0.B2.C3

,D4,E5
F6.G7. H9. J11.

GUI:V3.04d
F/W:V3.02

K12.-15.
GUI:V3.06a
F/W:3.05d

L16.
GUI:V3.07c
F/W:3.06b

1 TargetI／FにおけるｼﾘｱﾙI／Fの選択において、疑似3線式のｼﾘｱﾙ通信が行えない｡ △ － － － － －
2 78K0Sｼﾘｰｽﾞにおいて、Target I/FのUARTが使用できない △ － － － － －
3 動作温度制限（常温のみ使用可） △ － － － － －
4 ﾏｽﾀROMが使用できない △ － － － － －
5 ﾎｽﾄ･ｲﾝﾀﾌｪｰｽにおけるRS-232Cの通信ﾎﾞｰﾚｰﾄは､9,600bps-38,400bpsまでが使用

可能
△ － － － － －

6 ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ｿﾌﾄにｲﾝｽﾄｰﾗが､添付されていない △ － － － － －
7 ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ｿﾌﾄにおけるﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾛｰﾄﾞにおいて､ﾓﾄﾛｰﾗSﾌｫｰﾏｯﾄのHEXﾌｧｲﾙが使

用できない
△ － － － － －

8 ﾌﾗｯｼｭﾏｲｺﾝとのｲﾝﾀﾌｪｰｽは､SIOのﾁｬﾝﾈﾙ0でしか使用できない △ － － － － －
9 ﾏｽﾀROMで2Mbit品が使用できない △ △ － － － －

10 uPD78F4046のECCﾃﾞｰﾀの書き込み未対応 △ △ － － － －
11 uPD70F3017でﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞによる書き込みができない △ △ － － － －
12 消去時間0sとしてもE.P.V.中の消去をｽｷｯﾌﾟしない △ △ － － － －
13 ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ｿﾌﾄにおけるcancelｺﾏﾝﾄﾞは使用できない △ △ △ － － －
14 ﾀｰｹﾞｯﾄﾃﾞﾊﾞｲｽと異なるﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｧｲﾙを読み込んだ後、正しいﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｧｲﾙが有効にな

らず、ｴﾗｰとなる場合がある。
△ △ △ － － －

15 ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ｿﾌﾄにおけるHELPﾌｧｲﾙは､暫定版です。ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ上でのHELPは使用できな
い。

△ △ △ － － －

16 ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽの低いｺﾝﾋﾟｭｰﾀを使用時に､ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ｿﾌﾄの動作に不具合を生じる事があ
る(Ｐｅｎｔｉｕｍ200MHz以上推奨)

△ △ △ － － －

17 消去時間の設定を10秒以上に設定すると消去処理が1分以上かかる △ △ △ － － －
18 Windows98には､対応していない △ △ △ △ － －
19 128KﾊﾞｲﾄのﾏｽﾀROMで､ﾃﾞｰﾀのﾘｰﾄﾞ動作ﾓｰﾄﾞにおいてPGM端子(31ﾋﾟﾝ)= VIHとする

仕様のROMを使用するとﾃﾞｰﾀの読込みが正常に行えません｡(この場合ｴﾗｰを発生し
ません)

△ △ △ △ － －

20 ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ｿﾌﾄにおけるEDIT機能は使用できない △ △ △ △ － －
21 ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ｿﾌﾄにおけるDump HEX機能(ﾕｰｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ)は,通信ﾎﾞｰﾚｰﾄが

19,200bps以上では使用できない
△ △ △ △ － －

22 ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ｿﾌﾄ再起動時のﾎﾞｰﾚｰﾄ設定において57,600bpsが設定できない △ △ △ △ － －
23 ｼｸﾞﾈﾁｬ2/3ﾊﾞｲﾄ目=E9/7Fおよび61/7Fの消去ﾌﾛｰにおいて「ﾗｲﾄﾊﾞｯｸ消去」のﾘﾄﾗｲ回

数が16回を超えた場合、ｴﾗｰとならずﾊﾝｸﾞｱｯﾌﾟする
△ △ △ △ △ －

24 前回と異なるﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｧｲﾙをダウンロードした場合、前回のﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｰﾀが一部残って
いるため、有効ﾊﾟﾗﾒｰﾀを誤選択し、ﾀｰｹﾞｯﾄｲﾆｼｬﾗｲｽﾞｴﾗｰが発生する可能性がある

△ △ △ △ △ －

25 ｺﾏﾝﾄﾞ実行中に本体の”ENTER”ｷｰを押すと、ﾊﾝｸﾞｱｯﾌﾟしてしまう復帰のためには、
電源の再投入が必要。

△ △ △ △ △ －

－：No problem △：Bug (Corrected by version upgrade)  ×：Bug (Not crrected by version upgrade)



８－２．ＮＤＫ ＰＲＯＤＵＣＴＳ　（ＡＳＭＩＳ　FL-PR　ＲＥＳＴＲＩＣＴＩＯＮＳ：  制限事項）                    Date: December 7, 2004
（ＦＬＡＳＨ　ＰＲＯＧＲＡＭＥＲ）
ＦＬＡＳＨ　ＰＲＯＧＲＡＭＭＥＲ：　ＦＬ－ＰＲ３    System Version  Ｌ１６． (GUI:V3.07c, F/W:V3.06b)
№Ｐｒｏｄｕｃ Ｃｏｎｔｅｎｔｓ
1 FL-PRIIC通信の通信クロックは、コントロールソフトから変更しても、ハード的に50KHz固定に

なります。
2 FL-PRﾎｽﾄ･ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽにおけるﾊﾟﾗﾚﾙ(ﾌﾟﾘﾝﾀ)I/Fは使用できません。

ＦＬＡＳＨ　ＰＲＯＧＲＡＭＭＥＲ：　ＦＬ－ＰＲ４    System Version 　Ｆ１７． (F/W:V1.31, GUI:V2.13)　　　　×：該当する、○：該当しない又は修正済み、ー：対象外
№ Group Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

B1.
C2.
C3.

C4. C5. D6.
E8.
E9.

E10.
E11.
F13.
F14
F15

F16 F17 F18

GUI V1.09 V2.00 V2.02 V2.04 V2.05 V2.11 V2.13 V2.14

F/W V1.16 V1.17 V1.18 V1.19 V1.20 V1.21 V1.23 V1.30 V1.31 V1.32

1 修正 ＜シグネチャの自動選択不具合＞
パラメータファイル内に複数シグネチャ情報を格納している場合、有効なシグネチャの
自動選択ができません。
（回避策） ターゲットマイコンに適応したパラメータファイルを配布しますので、必ずそ
のパラメータファイルをご使用ください。

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 修正 ＜ＩＩＣ通信不具合＞
ＩＩＣ通信モード用アダプタボード（IIC adapter）が添付されていません。
（回避策） ＩＩＣ通信モード使用時にはFL-PR4側のSI端子とSO端子をショートしてご使
用ください。次バージョンより、IIC通信モード用アダプタボード（IIC adapter）を標準添付

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 修正 ＜SIO-HS通信モード不具合＞
以下のデバイスにおいて、SIO-H/S通信モードは使用できません。
uPD78F9478, uPD78F9488, uPD78F0078, uPD78F0703Y, uPD78F0828B,
uPD78F4216A, uPD78F4218A, uPD78F4225, uPD78F4976A, uPD78F4938A,
uPD78F4967, uPD78F0988A
（回避策） 回避策はありません。上記デバイスにおいては、SIO-H/S通信モード以外を
ご使用ください。
製品バージョンＥ８．以上と最新パラメータファイルの組み合わせで修正されておりま

× × × × × ○ ○ ○ ○ ○

4 修正 ＜USB通信不具合＞
Windows 98, Windows MeにおいてホストとのUSB通信ができません。
（回避策） Windows 98, Windows Meにおいては、シリアルインターフェース（RS-232-
C）をご使用ください。USB通信を使用する場合はWindows2000をお使いください。ただ
しバージョンＢ１のCD付属のドライバでは動作しません。

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



８－２．ＮＤＫ ＰＲＯＤＵＣＴＳ　（ＡＳＭＩＳ　FL-PR　ＲＥＳＴＲＩＣＴＩＯＮＳ：  制限事項）                    Date: December 7, 2004
（ＦＬＡＳＨ　ＰＲＯＧＲＡＭＥＲ）
5 修正 ＜アップロード時のボーレート不具合＞

アップロードメニュー（File→Upload）において、シリアル通信のボーレートを38,400bps
以上で使用すると”E 502 Programmer is not responding”が表示され、正常にアップ
ロードが出来ない場合があります。
（回避策） 申し訳ございませんが回避策はございません。シリアル通信のボーレートは
19,200bps以下でご使用ください。

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 修正 ＜Ａｂｏｒｔ不具合＞
ターゲットマイコンに対するコマンド実行後に”Abort”を実行しても、Abortされずにコマ
ンド処理が実行されてしまいます。
（回避策） 回避策はありません。”Abort”は使用しないでください。

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 修正 ＜パラレルＩ／Ｆ通信不具合＞
パラレルＩ／Ｆ（ダウンロード専用）において正常な通信ができません。

○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 修正 ＜単一電源フラッシュ・マイコン未対応＞
単一電源フラッシュマイコンはサポートしていません。
（回避策） 回避策はありません。

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 修正 ＜単一電源フラッシュ・マイコンについての制限事項＞
単一電源フラッシュマイコンにおいて、ＳＩＯ以外の通信ポートを使用した場合、ターゲッ
トクロック周波数によって通信できない場合があります。
（回避策） 回避策はありません。

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 修正 ＜HEX Editorアドレス表示不具合＞
Motorola-srcフォーマット・ファイルをロードすると、アプリケーション・ソフト上で表示さ
れるエンドアドレスがプラス１されて表示されます。本不具合はアドレス表示のみの不
具合であり、ロードされたデータには問題ありません。
（回避策）回避策はありません。

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 修正 ＜USB I/F使用時のSignatureコマンド表示不具合＞
ＵＳＢ　I/F使用時に、［Signature］コマンドを実行すると以下のメッセージが表示されま
す。
　　Power failure detected!
　　No Device connected.
本不具合はアプリケーション・ソフトの表示上だけの問題であり、操作上の問題はあり
ません。

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 修正 ＜単一電源フラッシュ・マイコンのセキュリティ機能についての制限事項＞
単一電源フラッシュ・マイコンにおいて、下記機能は使用できません。
　　・Security flag after Program
（回避策）回避策はありません。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○



８－２．ＮＤＫ ＰＲＯＤＵＣＴＳ　（ＡＳＭＩＳ　FL-PR　ＲＥＳＴＲＩＣＴＩＯＮＳ：  制限事項）                    Date: December 7, 2004
（ＦＬＡＳＨ　ＰＲＯＧＲＡＭＥＲ）
13 修正 ＜USBドライバの更新＞

Windows2000サービスパック２（SP2）環境で要求されるUSBドライバの仕様が一部変
更となりました。そのため、要求仕様に合わせ本製品のUSBドライバも更新しました。
（更新方法）既にインストールされているUSBドライバを更新します。
１．Windowsのデバイスマネージャを開きます。
２．デバイスマネージャにて「USBIO controlled devices」下の
　　　「USBIO Device ・・・・(NEC Flash Programmer)」のプロパティを開きます。
３．「ドライバの更新」を実行し、ドライバの更新を行います。
　　　GUIソフトウェアV2.02のインストールディレクトリ¥Driver下のドライバを使用してく
ださい。

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 修正 ＜プログラムエリア切り替えアイコン対応＞　仕様追加
GUIツールバーのアイコン上にプログラムエリア切り替えアイコンを追加しました。

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 修正 ＜書込み処理不具合＞
uPD78F4046においてPROGRAMコマンド実行時、余分にPROGRAM処理を繰り返し実
行していました。
（回避策）回避策はありません。この処理にて書込みを行ったデバイスに品質的な問
題はありません。

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 修正 ＜２電源フラッシュ・マイコンのデバイス・チェックサムについての制限事項＞
２電源フラッシュ・マイコンのデバイス・チェックサムをサポートしていません。
デバイス・チェックサムは実行できません。
（回避策）回避策はありません。

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 修正 ＜単一電源フラッシュ・マイコンの通信ポート選択不具合＞
単一電源フラッシュ・マイコン(V850ES/SA2,SA3を除く)の場合、GUI上の通信ポート選
択メニューがブランクになり、
正しいポートが選べません。
（回避策）回避策はありません。

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 修正 ＜デバイス・チェックサムの表示不具合＞
パワーＯＮまたはリセット後の最初のデバイス・チェックサム結果が正しく表示されませ
ん。

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 修正 ＜アップロード時の不具合＞
アップロードするファイルのサイズがＦＦＤｈ以上の場合、ファイルの最後尾に“＞”が付
加されてセーブされてしまいます。
（回避策）回避策はありません。

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 仕様
変更

＜ＵＡＲＴ通信モードに関するボーレート選択仕様変更＞
ＵＡＲＴ通信モード選択時、ボーレート選択の中で４８００ｂｐｓを削除しました。 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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（ＦＬＡＳＨ　ＰＲＯＧＲＡＭＥＲ）
21 修正 ＜電源ＯＮ、ＯＦＦ時、電圧出力不具合＞

電源ＯＮ、ＯＦＦ時、ＶＰＰ，ＶＤＤ，ＶＤＤ２から約７Ｖの電圧が出力されます。
（回避策）電源ＯＮ、ＯＦＦ時には、ターゲットに影響のないように取り外してください。

× × × × × ○ ○ ○ ○ ○

22 修正 ＜ファームウェアバージョンアップに関する不具合＞
ＧＵＩソフトウェアＶ２．０２以下を使用して、ファームウェアＶ１．１９以上をバージョンアッ
プした場合、ファームウェアが正常にバージョンアップできず、以降起動できなくなりま
す。
（回避策）ＧＵＩソフトウェアＶ２．０４以上を使用して、ファームウェアをバージョンアップし

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 修正 ＜２電源フラッシュ・マイコンのチェックサムコマンドオプション設定不具合＞
ＧＵＩソフトウエア上で「Checksum after program」オプション設定を有効にしても、
Programコマンドの実行後にデバイスChecksumコマンドが実行されません。
（回避策）回避策はありません。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 仕様
変更

＜Multiply rate指定形式の仕様変更＞
DirectモードとPLLモードに分けて選択可能とし、PLLモード時には逓倍率を直接入力
できる
ように変更しました

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 仕様
変更

＜通信PORT選択時のVPP/FLMDパルス数表示追加＞
通信ポート選択時、FP4から出力されるVPPまたはFLMDのパルス数表示を追加しまし
た。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 修正 ＜スタンドアローンモード時の２電源フラッシュ・マイコンのチェックサムコマンド不具合
＞
スタンドアローンモードのCommandsメニューで、チェックサムコマンドが表示されませ
ん

× × × × × ○ ○ ○ ○ ○

27 修正 ＜モローラSフォーマット HEXダウンロード不具合＞
FP4にダウンロードするモトローラSフォーマットのHEXファイルのデータ・レコードが特
定条件の場合、最終データ・バイトがダウンロードできません。
　条件１：モトローラSフォーマットでデータ・レコード形式がS2あるいはS3の時
　条件２：データ・レコードの最終データ・バイトが偶数アドレスの時
（回避策）回避策はありません。

× × × × × × ○ ○ ○ ○

28 仕様
追加

＜Readコマンドの追加＞
デバイスリードが出来るデバイス使用時、[Read]→[View](通信ログ・ウインドウに表
示)、
[Read]→[Write Intel HEX file](インテルHEX フォーマットで表示及びファイルセーブ)、
[Read]→[Write Motorola SREC file](モトローラSREC フォーマットで表示及び
ファイルセーブ)の機能を追加しました

× × × × × × × ○ ○ ○
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29 不具

合
USB 通信かつUART 選択時Read コマンド不具合
ホストインターフェースがUSBでかつ、ターゲットとの通信がUARTの場合、
Readコマンドを実行すると通信エラーが発生します。
（回避策）UART通信でReadコマンドを実行する際はホストインターフェースをシリアル
に
変更してください 次期バ ジョンにて修正予定です

－ － － － － － － × × ×

30 仕様
追加

＜Get Security Settingコマンドの追加＞
デバイス内部のSecurity 状態が確認できるデバイス使用時
Get Security Setting コマンドを追加しました。

× × × × × × × ○ ○ ○

31 仕様
追加

＜Boot block cluster setting機能の追加＞
ブートスワップ設定が行えるデバイス使用時、Boot block cluster setting 機能を追加し
ました。

× × × × × × × ○ ○ ○

32 仕様
追加

＜Disable Read 機能の追加＞
セキュリティ機能でRead コマンドが禁止できるデバイス使用時、Disable Read 機能を
追加しました。

× × × × × × × ○ ○ ○

33 仕様
追加

＜Disable Boot block cluster reprogramming 機能の追加＞
Boot block cluster 再書き込みが禁止できるデバイス使用時、Disable Boot block
cluster reprogramming 機能を追加しました。

× × × × × × × ○ ○ ○

34 仕様
追加

＜Reset vector アドレス送信機能の追加＞
セキュリティ機能でReset vector アドレスを送信できるデバイス使用時、“Reset
vector”のアドレス入力欄を追加しました。

× × × × × × × ○ ○ ○

35 仕様
追加

＜File checksum Arithmetic checksum(16bit)とGUI表示の変更＞
File checksum機能にArithmetic checksum(16bit)が使用できるよう機能追加をしまし
た。
また、そのchecksumの結果がライタ・パラメータ・ウィンドウに表示、新たにFile
Downloadされた場合は初期化されるよう機能変更しました。

× × × × × × × ○ ○ ○

36 仕様
追加

＜File download, EPV時のchecksum仕様変更＞
File checksum機能の仕様変更に伴い、File download時及びEPV実行時のchecksum
は、
本体データを書き換えない仕様に変更しました。

× × × × × × × ○ ○ ○

37 仕様
追加

＜UART通信時、GUIのボーレート選択メニューに57600bps,115200bps,128000bpsを追
加＞
今後の新フラッシュマクロのUART通信スピードを考慮し、ホストが持つ
シリアルボーレートのスピードが選択できるように追加しました

× × × × × × × ○ ○ ○
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38 仕様

追加
＜Target電源検出機能の仕様変更＞
以下の設定時にそれぞれTarget電源検出機能が動作するよう仕様変更しました。
１． FP4からVDDが供給される設定になっている場合
　　　VDD供給前にTarget VDDが0.2V以上のときエラーメッセージ
　　　Target power detected! Check Setup.　を表示します。
２． ターゲットからVDDが供給される設定になっている場合
　　　通信開始直前にVDD設定値の±5％範囲外のときエラーメッセージ
　　　No VDD applied or Voltage is out of range. を表示します。

× × × × × × × ○ ○ ○

39 仕様
追加

＜[Upload...]メニューの仕様変更１＞
[Upload...]メニューで開く(O)を実行すると、直後にアップロード・データが
通信ログ・ウインドウ表示される仕様を“Press <return> to start/continue output.”を
表示してアップロード・データの表示を待つように変更しました。

× × × × × × × ○ ○ ○

40 仕様
追加

＜[Upload...]メニューの仕様変更２＞
[Upload...]メニューの“ファイル名(N)”欄に拡張子を入力せずにファイル保存した際、
拡張子がつかなかった仕様を .hex もしくは .rec がつくように変更しました。

× × × × × × × ○ ○ ○

41 仕様
追加

＜[Logging]メニューの仕様変更＞
[Logging]メニューの“ファイル名(N)”欄に拡張子を入力せずにファイル保存した際、
拡張子がつかなかった仕様を .txt がつくように変更した。

× × × × × × × ○ ○ ○

42 仕様
追加

＜ホスト終了時のＧＵＩ仕様変更＞
ホストを終了する場合、必ず前もってFP4のGUIを終了しなければならない仕様を自動
で終了するように変更しました。

× × × × × × × ○ ○ ○

43 仕様
追加

＜Disable Chip Erase選択時、ポップアップメッセージのキャンセル時の仕様変更＞
Disable Chip Erase選択時のポップアップメッセージをキャンセルした場合、
セットアップウィンドウまで閉じられてしまう仕様を閉じないように変更しました。

× × × × × × × ○ ○ ○

44 修正 ＜Boot block cluster settingでアドレス表示不具合＞
Boot block cluster setting でBoot blockを選択するときにアドレス表示にすると、アドレ
ス表示が正常に表示しません。

－ － － － － － － × ○ ○

45 修正 ＜ファイルアップロードで入力する最終アドレスと実行する最終アドレスが一致しない
不具合＞
実際にアップロードする最終アドレスは入力した最終アドレス－１となります。
（回避策） 入力する最終アドレ を＋ にしてください

× × × × × × × ○ ○ ○
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46 修正 ＜Block/AreaのAddress表示不具合＞

ブロックモードまたはエリアモードで先頭ブロックまたはエリアを１以上にしたときに、
ライタ・パラメータ・ウィンドウのBlock/AreaのAddress表示が欠けてしまいます。
（回避策） 回避策はありません。

× × × × × × × ○ ○ ○

47 修正 ＜USB2.0でのUpdate Firmware実行不具合＞
USB2.0でUpdate Firmwareを実行すると「E316 Trying to connect Programmer failed.」
エラーが表示されます。ただし、Updateは正常に終了しています。
（回避策）　不具合発生時はライタ本体及び、GUIソフトウェアを再起動してください。

× × × × × × × × ○ ○

48 修正 ＜Security flag Setting 確認ダイアログでのキャンセル操作に関わる不具合＞
”Disable Chip Erase”又は”Disable Boot block cluster reprogramming”をチェックしたと
きに現れるダイアログでキャンセルを選択した後、SetupウィンドウでOKを選択した時、
Security flag Settingがチェックされた状態になります。
（回避策） Security flag Settingのチェックを外してSetupウィンドウでOK を選択して下
さい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

49 修正 ＜On Target CLK設定でCLK出力不具合＞
Device SetupのSupply OscillatorでOn Targetにチェックした場合でもFP4からCLKが出
力されます。
（回避策） 回避策はありません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

50 仕様
変更

＜[Upload...]メニューの仕様変更３＞
FP4からのUpload可能サイズを1Mbyteから2Mbyteに変更しました。 × × × × × × × × ○ ○

51 仕様
変更

＜通信速度選択時のSpeed初期表示の変更＞
Device SetupのCommunication Port決定時にディフォルトで選択される
Communication speedを最低速から最高速に変更しました。

× × × × × × × × ○ ○

52 仕様
追加

＜Checksumコマンド実行結果のLCD表示機能＞
スタンドアロンモードでDevice Checksumコマンドを実行した結果をLCDに表示する機
能を追加しました。

× × × × × × × × ○ ○

53 仕様
改善

＜ノイズ特性の改善＞
ノイズ特性（静電気、過電圧等）を改善しました。

× × × × × × × × ○ ○

54 修正 ＜ファームウエア更新後，ターゲットと通信出来なくなる不具合＞
ファームウエアをV1.23 以下からV1.30,V1.31 への更新を行った場合、更新後は正常に
リブートできず、ターゲットと通信出来なくなります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

55 修正 ＜VDD(VDD2)出力Off 時のSO/TxD,.RESET,SCK 端子不正出力不具合＞
VDD(VDD2)出力Off 時にターゲット・インタフェース（SO/TxD,RESET,SCK）のプルアッ
プが切断していない期間が約30mS 存在し、その間SO/TxD,RESET,SCK にプルアップ
されたVDD(VDD2)が出力されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○



８－２．ＮＤＫ ＰＲＯＤＵＣＴＳ　（ＡＳＭＩＳ　FL-PR　ＲＥＳＴＲＩＣＴＩＯＮＳ：  制限事項）                    Date: December 7, 2004
（ＦＬＡＳＨ　ＰＲＯＧＲＡＭＥＲ）
56 仕様

変更
＜スタンド・アローン・モードのREADコマンド削除＞
スタンド・アローン・モードのREAD コマンドを削除しました。

－ － － － － － － × × ○

57 仕様
変更

＜スタンド・アローン・モードのOption Setting のLCD 表示の変更＞
Option Setting の内容をスタンド・アローン・モードでも全てLCD に表示するようにしま

× × × × × × × × × ○

58 仕様
追加

＜Progarea サイズ表示追加＞
通信ログ・ウィンドウにProgarea が表示された時に現在使用可能な内部メモリ領域の
サイズを表示するように変更しました。

× × × × × × × × × ○

59 仕様
追加

＜単線UART通信 (78K0S/KX1+) 対応＞
単線UART 通信の持つデバイス(78K0S/Kx1+)に対応しました。
プログラム・アダプタ（ＦＡシリーズ）上もしくはターゲット・システム上でターゲットＩ／Ｆ信
号

× × × × × × × × × ○

ＦＬＡＳＨ　ＰＲＯＧＲＡＭＭＥＲ：　ＦＬ－ＰＲ４   Notice
№ Group  注意事項　Notice
1 注意事＜ターゲット・マイコンのクロック供給＞

ターゲットマイコンの動作クロック（ＣＬＫ）供給は、ＦＬ－ＰＲ４からではなく、ターゲット
ボード上から供給してください。
ＦＬ－ＰＲ４からターゲット・ケーブルを使用してターゲット・マイコンの動作クロックを供
給すると、通信不具合が起こる可能性があります。ＦＡアダプタ・ボード（別売）を使用
する場合にも、ＦＡアダプタ・ボード上にクロック生成回路を設けて下さい。
ただし、ＦＡ－ＣＯＮ９（別売）またはＦＡ－ＣＯＮ１６（別売）使用時には、ＦＬ－ＰＲ４から
ターゲット・マイコンの動作クロックを供給可能です。

2 注意事＜SIO-H/S通信モード時の注意事項１＞
下記デバイスにおいて、SIO-H/S通信モードを使用する場合、2MHzより高いCPUク
ロックでご使用ください。
　　該当デバイス：　78F0034BY、78F0703Y、78F0988A、78F9478、78F9488、
78F4218A、78F0354
2MHz以下でSIO-H/S通信モードを使用すると、単独Verifyコマンドでタイムアウト・エ
ラーが発生する場合があります。

3 注意事＜SIO-H/S通信モード時の注意事項２＞
78F0078において、SIO-H/S通信モードを使用する場合、下記の条件でご使用くださ
い。
・ 2MHzより高いCPUクロックでご使用ください。
・ H/S端子をプルアップしてください。（推奨プルアップ抵抗値：4.7KΩ）
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4 注意事＜SIO通信モード時の注意事項＞

78F9468において、動作クロックをライタから供給する場合、下記の条件でご使用くださ
い。
・ SCK信号をC-MOSバッファ等で波形整形してください。

5 注意事＜ターゲット・ケーブル接続時の注意事項＞
ターゲットのGNDとライタのGNDに電位差があるシステムの場合、ライタ及び、ターゲッ
トにダメージを与える可能性があります。ターゲット・ケーブルを接続する前にGNDの電
位をあわせてください。


